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研究成果の概要（和文）：smCre/Rac1flox/+(smRac1KO)マウスは頸動脈の血管障害による新生内膜の増殖を有意に抑制
した。細胞培養で、VSMCの増殖能と遊走能は低下していた。その機序としては、smRac1KOマウスのVSMCでは、ROSの産
生が低下し、PAK1のリン酸化 と ERKのリン酸化は少なかった。またCyclinA、CDK4などの細胞周期に関連する遺伝子の
発現は少なかった。さらに、分化型平滑筋細胞で多く見られ、脱分化すると減少するSM22の発現はsmRac1KOマウスのVS
MCで多くみられた。以上より、Rac1が新生内膜の増殖と血管リモデリングで重要な役割を果たしていることを示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：Four weeks after carotid artery ligation, neointimal formation in smRac1+/- mice w
as substantially reduced compared to control mice. SmRac1+/- SMCs showed decreased chemotaxis, proliferati
on with decreased phosphorylation of PAK1, ERK, and reduced ROS production compared to that of control SMC
s. Furthermore, the expression of cell cycle-associated genes, such as CyclineA, CyclineE, and CDK4 decrea
sed in SMCs from smRac1+/- mice than that in control mice. Moreover, the expression of SM22, a differentia
tion marker of smooth muscle and highly expressed in differentiated phenotypes of SMCs, was increased in s
mRac1+/- mice than that in control mice. These results indicate that SMC Rac1 mediates vessel remodeling a
fter intimal injury through inhibition of SMC migration, proliferation and differentiation. Therapeutic mo
dalities, which target Rac1 in SMCs, therefore, may be beneficial in preventing vascular proliferative dis
eases.
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 分子量 Gタンパク質 Racは Rho ファミリ
ーの１つで、細胞骨格制御機能以外に細胞極
性、細胞周期、細胞間接着制御にも関与する。 
 
(2) Rac1 はメカニカルストレス、様々な刺激
より血管平滑筋細胞(VSMC)の増殖、遊走等に
関与していることを報告されているが、VSMC
における Rac1 の役割とその下流のシグナリ
ング経路はまだ詳細が明らかにされていな
い。 
 
(3) 最近では、Rac1 はメカニカルストレス、
PDGF、AngII などの VSMC の制御に関与してい
ることが報告されているが、VSMC における
Rac1 下流のシグナリング経路に関する研究
は僅かである。特に、VSMC 特異的に Rac1 を
ノックアウト (KO)し、VSMC における Rac1 の
役割を明らかにする研究はまだ発表されて
いない。 
 
２．研究の目的 
 
(1)全身の Rac1KO マウスと平滑筋特異的
Rac1KO マウスを用いて、頸動脈結紮モデルで
ずり応力による新生内膜の形成を比較検討
し、VSMC の Rac1 が新生内膜増殖と血管リモ
デリングを促進するかを明らかにする。 
 
(2) 大動脈より VSMC を培養し、Rac1 による
VSMC の細胞内骨格のアレンジ、増殖、粘着能、
遊走能、また活性酸素の産生、アポトーシス
などの制御を明らかにする。また、経時的に
頸動脈と VSMC のタンパク発現分析により、
PAK1 などの Rac1 の下流タンパクの発現とリ
ン酸化、サイクリンなどの細胞増殖、遊走に
関わる蛋白の発現などを比較検討する。また、
Rac1 の下流遺伝子を同定し、その発現、発現
機構について検討し、VSMC における Rac1 下
流のシグナリング経路を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 全身の Rac1KO マウスと平滑筋特異的
Rac1 KO マウス (smCre/Rac1flox/+)を用いて実
験を行う。左総頸動脈（内、外頸動脈分枝の
直前）の結紮モデルを作成する。ずり応力に
よる新生内膜を増殖させ、増殖した新生内膜
組織を経時的に(三日目、一週目、二週目、
四週目)病理検討を行う。 
 
(2)マウスの大動脈から平滑筋細胞(VSMC)を
分離、培養する。刺激なし、またメカニカル
ストレス、PDGF などの刺激で、形態、粘着能、
遊走能、増殖能、活性酸素産生能、アポトー
シス、Rac1 の下流のタンパクの発現とリン酸
化、細胞増殖、遊走に関わる蛋白の発現を比
較検討する。 
 
(3) さらに、VSMC から mRNA を抽出し、マイ

クロアレイを行う。血管平滑筋における Rac1
の下流の遺伝子を同定し、シグナリング経路
を見つける。 
 
４．研究成果 
 
(1)平滑筋特異的にRac1の発現を半分に低下
させた smCre-Rac1+/flox マウスはコントロ
ールマウスより頸動脈の血管障害による新
生内膜の増殖を有意に抑制した。 
 
(2)smCre-Rac1+/floxマウスのVSMCの増殖能
と遊走能は低下していた。その機序としては、
smCre-Rac1+/flox マウスの VSMC では、活性
酸素種(ROS)の産生が低下し、PAK1 のリン酸
化 と ERK のリン酸化は少なかった。また
CyclinA、CyclinE と CDK4 などの細胞周期に
関連する遺伝子の発現は少なかった。 
 
(3)さらに、分化型平滑筋細胞で多く見られ、
脱分化すると減少する SM22 の発現は
smCre-Rac1+/flox マウスの VSMC で多くみら
れた。 
 
(4)以上の結果より、Rac1 が VSMC の増殖、遊
走、脱分化などを制御し、障害血管の新生内
膜の増殖と血管リモデリングで重要な役割
を果たしていることを示唆された。 
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